
Welcome

TRIO3 IO-Link
PLCnext Controllerを
使用した見える化(2)



PLCnext Controllerを使⽤してIO-Link経由でTRIO3の⾒える化

2 TRIO3 with PLCnext Controller

+ =

TRIO3(IO-Link対応品)をPLCnext Controllerに接続されたIO-Linkマスタ経由で
TRIO3内の電源状態(電圧や消費電流)、CPの設定値の変更など
機器の⾒える化が簡単にできます



デモ機構成
 デモ機として下記の簡単な構成で扱います
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192.168.1.10/24

RemarksQtyDevicesNo.
12526961TRIO3-

PS/1AC/24DC/10/4C/IOL
1

24042671AXC F 21522
10881321AXL SE IOL43
1088129
※実際使用しません

1AXL SE DO16/14

1088062
※実際使用しません

1AXL SE AI4 I 4-205

10881341AXL SE SC-A6
10881351AXL F BP SE47

PLCnext Control

192.168.1.100/24
PC

※PLCnext Controller
(AXC F2152)とPCとは
同⼀ネットワークアドレスに
設定してください。



デモ機構成
 今回使⽤するアプリケーションバージョン
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 TRIO3-PS/1AC/24DC/10/4C/IOL(1252696)…V/C01
 PLCnext Engineer(1046008)…2024.04LTS

 AXC F 2152(2404267)…HW 02, FW 2024_05LTS

※注意
本資料におけるアプリケーションはあくまで参考で、実際の設備の仕様を保証するものではありません。
また仕様や操作⽅法、⼿順などの記載内容は、予告なく変更することがあります。
あらかじめご了承ください。

TRIO3の概要や配線接続についてはTRIO3 PLCnext Controllerを使⽤した⾒える化(1)を参照してください。



TRIO3 IODDファイル及びライブラリ、サンプルプログラムの⼊⼿
 TRIO3 IODDファイル及びライブラリ及びサンプルプログラムを⼊⼿します。
ブラウザを開きフエニックス・コンタクトの製品ホームページへアクセスし、検索窓で品番”1252696”を打って検索するか、
下記のリンクで直接アクセスしてください。
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TRIO3-PS/1AC/24DC/10/4C/IOL - 電源 - 1252696 | Phoenix Contact



TRIO3 IODDファイル及びライブラリ、サンプルプログラムの⼊⼿
 “ダウンロード”をクリックし、 “機器の説明”の中にある、IODDファイルをダウンロードします。
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TRIO3 IODDファイル及びライブラリ、サンプルプログラムの⼊⼿
 ダウンロードしたIODDファイルを展開(圧縮ファイルの解凍)をしてください。
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IODDファイルが格納されています。



TRIO3 IODDファイル及びライブラリ、サンプルプログラムの⼊⼿
 “ダウンロード”をクリックし、 “ファンクションブロック”の中にある、ライブラリ、サンプルプログラムをダウンロードします。
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TRIO3 IODDファイル及びライブラリ、サンプルプログラムの⼊⼿
 ダウンロードしたライブラリ、サンプルプログラムファイルを展開(圧縮ファイルの解凍)をしてください。
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ライブラリファイルが格納されています。



TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “PLCnext Engineer”を実⾏してください。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 ご使⽤のPLCnext Controllerに合わせてテンプレートを選択してください。今回は”AXC F 2152 v00/2024.0.0”
を使⽤します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 テンプレートが展開された添付のようなホーム画⾯が表⽰されます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “PLANT”->”Project”をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Online Controllers”タブを選択します。PCとAXC F 2152とを接続しているネットワーク(NIC)を選択します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 をクリックし、同⼀ネットワーク上にあるコントローラ(今回であればAXC F2152)を探します。
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※PLCnext Controller(AXC F2152)とPCとは同⼀ネットワークアドレスに設定してください。



TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 問題なくネットワーク上のコントローラがスキャンできればチェックマークがつきます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “PLANT”内の”Axioline F”を右クリックします。”Read Axioline F devices”が表⽰されますので、クリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 下記のダイアログが表⽰された場合は、”admin”とAXC F2152の筐体に印字されているpasswordを⼊⼒して、

“OK”を選択します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 AXC F2152に接続されているI/O機器を読み取ります。読み込んだ構成と実際の構成に問題なければ

“OK”をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “PLANT”内の”Axioline F”に読み込んだ内容の構成が追加されていることを確認します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 IO-Linkマスタ(AXL SE IOL4)に接続したい機器(TRIO3)のIODDファイルをインポートします。

“File”->”Import”->”Import IODD File”をクリックします。

21 TRIO3 with PLCnext Controller



TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 ダウンロードしたIODDファイルを選択してインポートします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “COMPONENTS”->”Local”->”Devices”->”IODD”が追加され、TRIO3のIODDファイルを選択します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “PLANT”内の”Axioline F”->”iol-1:AXL SE IOL4”へIODDファイルをドラッグ&ドロップします。
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IODDファイルをドラッグ&ドロップ



TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “PLANT”内の”Axioline F”->”iol-1:AXL SE IOL4” の”Parameters”タブをクリックすると

IODDファイルに設定されたパラメータがport1へ反映されていることが確認できます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 PLCnext Engineer内でTRIO3を簡単にIO-Link経由で情報を読み取れるライブラリ、FBをインポートします。

“COMPONENTS”->”Libraries”を右クリックし、”Add User Library”をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 ダウンロードしたライブラリファイルをクリックし、”開く”をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Libraries”内に”PS_TRIO3_IOL_1”が追加されます。
これによりTRIO3⽤のFB(ファンクションブロック)やHMI画⾯データが使⽤できるようになります。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Libraries”内に”PS_TRIO3_IOL_1”が追加されます。
これによりTRIO3⽤のFB(ファンクションブロック)やHMI画⾯データが使⽤できるようになります。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 実際にFBを使ってプログラムを作成、編集します。

“COMPONENTS”->”Programming”->”Local”->”Programs”->”Main”をクリックし、
プログラムの⾔語選択で”Add LDF/FBD Code Worksheet”を選択します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Main”プログラムに空のワークシートが作成されます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “COMPONENTS”->”Programming”->”PS_TRIO3_IOL_1”->”Functions & Function Blocks”->

“PS_TRIO3_IOL”->”PS_TRIO3_IOL_4CB_Cyclic”をワークシートへドラッグ&ドロップします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 FBの⼊⼒部及び出⼒部に変数名を割り当てます。添付の通り、変数名を設定して下さい。(1)

(⾚で表⽰されている状態は、変数名に対して型や初期値の定義が未確定の状態を⽰します)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 FBの⼊⼒部及び出⼒部に変数名を割り当てます。添付の通り、変数名を設定して下さい。(2)

(⾚で表⽰されている状態は、変数名に対して型や初期値の定義が未確定の状態を⽰します)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 FBの⼊⼒部及び出⼒部に変数名を割り当てます。添付の通り、変数名を設定して下さい。(3)

(⾚で表⽰されている状態は、変数名に対して型や初期値の定義が未確定の状態を⽰します)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 FBの⼊⼒部及び出⼒部に変数名を割り当てます。添付の通り、変数名を設定して下さい。(4)

(⾚で表⽰されている状態は、変数名に対して型や初期値の定義が未確定の状態を⽰します)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 FBの⼊⼒部及び出⼒部に変数名を割り当てます。添付の通り、変数名を設定して下さい。(5)

(⾚で表⽰されている状態は、変数名に対して型や初期値の定義が未確定の状態を⽰します)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 FBの⼊⼒部及び出⼒部に変数名を割り当てます。添付の通り、変数名を設定して下さい。(6)

(⾚で表⽰されている状態は、変数名に対して型や初期値の定義が未確定の状態を⽰します)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 IO-Link経由でPLCnext ControllerとTRIO3をやり取りするプロセスデータの⼊出⼒に関しては

”External”として変数を定義します。
“arrInputPD”を選択し、上部のアイコン をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様に“arrOutputPD”を選択し、上部のアイコン をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様に“arrOutputPD”を選択し、上部のアイコン をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 先ほど定義した変数名が”Variables”タブにリストアップされます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Code”タブに戻り、他の変数名に関しては本コード内及び後述するHMI画⾯での読み取りで使⽤します。
よって”Local”変数として変数を定義します。
まず代表例として“xActivate”にカーソルを選択してください。
その後、上部のアイコン をクリックしてください。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様に⾚マークのついているそのほかの変数名に対しても”xActivate”と同様に対応してください。(1)

44 TRIO3 with PLCnext Controller



TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様に⾚マークのついているそのほかの変数名に対しても”xActivate”と同様に対応してください。(2)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様に⾚マークのついているそのほかの変数名に対しても”xActivate”と同様に対応してください。(3)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様に⾚マークのついているそのほかの変数名に対しても”xActivate”と同様に対応してください。(4)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様に⾚マークのついているそのほかの変数名に対しても”xActivate”と同様に対応してください。(5)

48 TRIO3 with PLCnext Controller



TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様に⾚マークのついているそのほかの変数名に対しても”xActivate”と同様に対応してください。(6)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Code”に追加したFBを実⾏状態にするよう、変数”xActivate”の初期値を”TRUE”に設定します。

“Variables”タブ内の”xActivate”の”Init”欄をクリックし、”TRUE”を選択します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 IO-Linkのプロセスデータ⼊出⼒とFBで定義した⼊出⼒変数とを紐づけます。

“PLANT”->”Project”内の”Axioline F”->”iol-1:AXL SE IOL4”をクリックし、”Data List”タブを選択します。
Process data itemの”iol-1/1/~IN”のVariable(PLC)をクリックし、”arrInputPD”を選択します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 同様にProcess data itemの”iol-1/1/~OUT”のVariable(PLC)をクリックし、”arrOutputPD”を選択します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 Data Listが下記のようになっていることを確認してください。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 ⼀旦、FBが実⾏されて、TRIO3内の情報を読み取れているかどうかを確認します。

“PLANT”->”AXC F 2152”を右クリックし、”Write and Start Project”でプロジェクトの実⾏データを
PLCnext Controller(AXC F 2152)へ書き込みます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 問題なく書き込めると、プログラム画⾯が添付のようになります。(背景がグレイになり、プログラム編集できないようになります)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 ワークシートの空いている箇所をクリックすると” ”マークが表⽰されますのでクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 添付の通り、現在のTRIO3のデータをFBの変数上で確認することができます。”rVOut”がTRIO3が供給している電圧値になり
ます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 これらの読み取ったデータをHMI画⾯上で分かりやすく、読み取れるように画⾯を⽤意します。

PLCnext Engineerがコントローラと連動状態であるため、”PLANT”->”Project”->”AXC F 2152”を右クリックし、
“Debug On / Off”をクリックして、プログラム編集できるようにします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 HMI画⾯を⽤意します。”PLANT”->”Project”内の”HMI Web Server”->”Application”を右クリックし、

“Add HMI Page”をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 追加したHMI画⾯を、IPアドレスでPLCnext Controllerへアクセスされた場合に、初期表⽰できるように設定します。

“Page”を右クリックし、”Set HMI Page as Startup”をクリックします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Page”をクリックすると、追加したHMI画⾯の空のワークシートが表⽰されます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “COMPONENTS”->”HMI”->”PS_TRIO3_IOL_1”->”Symbols”->”PS_TRIO3_IOL_4CB_Cockpit”を選択し、

HMIの空のワークシートへドラッグ&ドロップします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Main”プログラムに戻り、”Variables”タブ内にリストアップされている”udtVISUC4”のHMI欄のチェックボックスに
チェックマークを⼊れ、FBの変数情報とHMIとを紐づけるようにします。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “HMI Page”に戻り、ドラッグ&ドロップでレイアウトしたオブジェクトを選択すると⽔⾊で囲まれアクティブになります。
それに合わせて右側の項⽬が更新されます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Parameters”タブを選択し、”Source Value”の項⽬を選択します。
続いて”MainInstance.udtVISUC4”と⼊⼒します。(MainInstanceとudtVISUC4の間は”ドット”です)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 “Parameters”タブを選択し、”Source Value”の項⽬を選択します。
続いて”MainInstance.udtVISUC4”と⼊⼒します。(MainInstanceとudtVISUC4の間は”ドット”です)

66 TRIO3 with PLCnext Controller



TRIO3 デモ機サンプルプログラムの作成、編集
 HMI画⾯にてTRIO3内の情報を読み取れているかどうかを確認します。

“PLANT”->”AXC F 2152”を右クリックし、”Write and Start Project”でプロジェクトの実⾏データを
PLCnext Controller(AXC F 2152)へ書き込みます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの実⾏、確認
 “PLANT”->”AXC F 2152”をクリックし、”Cockpit”タブを選択します。
LANポートのアイコン をクリックするとブラウザ経由でPLCnext Controller内のHMI画⾯へ移⾏します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの実⾏、確認
 下記のダイアログが表⽰された場合は、”admin”とAXC F2152の筐体に印字されているpasswordを⼊⼒して、

“Log In”を選択します。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの実⾏、確認
 下記のように作成したHMI画⾯が表⽰されます。各項⽬に値が⼊っていることが確認できます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの実⾏、確認
 ロータリスイッチの数字箇所をクリックすると、そのCHのトリップ電流値を設定することが出来ます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの実⾏、確認
 各CHステータスランプを押すことで、各CHのON/OFFを切り替えることができます。
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの実⾏、確認
 ※参考:使⽤した変数リスト(1)
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TRIO3 デモ機サンプルプログラムの実⾏、確認
 ※参考:使⽤した変数リスト(2)
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